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て 買物に 列 をつ くる ことに もなる が、 これが 人心の 不 

安と なって 拡がったならば、 その 結果 はまこと に 憂 ふ 

ベ きもので ある。 

買物に 列 をつ くるの を 止めようと いっても、 誰か -X 

ひとより 先によ いもの をと らうと したり、 誰か ゾ、 自 

分 だけ 不自由な 思 ひを少 くしょう とする 気持が あれば、 

列 を 作る こと は 止まない。 列 を 作る こと を 止める のに 

は、 物が 円滑に 行渡る とい ふこと といつ しょに みんな 

が、 自分 だけ 少しで も 不自由 を 避け やうと する、 自分 

本位の 考へ方 を 止めなければ ならない。 それと ともに、 

また 一方に は、 列 をつ くらないでも 間に合 ふやうな、 



要で ある。 

物が うまく 行き渡って、 不自由の 中に も 人々 の 心が 

安らかで あれば、 列 をつ くらずに すむ、 しかし、 物 を 

売る 時間と やり方と で、 どうしても 列 をつ くる やうに 

なる 場合 も あるから、 これに ついては 商店の 側の 熱心 

と 親切な 協力がなければ ならな い。 

品物の 少 いとき であるから、 一定の 時間に 処理 を 終 

つてし まふ こと は、 商 w としても 面 到 はない かも 知れ 



町内の 食 生 活は 町内 の 手で 解決す ると い ふ 意気、》 J みで、 

町内の 智慧 を あつめて、 そうい ふ 仕組 を考 へて みたら 

どうで あらう か。 

その 一 つの 思 ひっきと して、 『町内 食生活 委員会』 と 

いふ やうな ものが 考 へられる。 この 委員会 は、 町会 役 

員、 町内の 主婦 代表者、 関係 小売 業者、 所轄 警察 等で 

組織され る。 その 際、 町内 外の 有識者の 智慧 を 加へ る 

こと も 忘れて はならない。 この 委員会で、 町内 家庭に 

列 をつ くらな いで も 必需 食料品が 行き渡る やうに、 実 

情に 照らして、 具体的な 方法と して、 いろいろ 細かい 

ことがらが 考 へられる であらう。 たと へば、 
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